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NEC勝憚草さんを職場に戻世
伊
草
貴
大
さ
ん
が
不
当
解
雇

さ
れ
て
か
ら
３
周
年
。

１０
月
２７
日

（水
）
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ

本
社

に
対

し
て
、

１０

月

２９

日

（金
）
に
シ
ヤ
ー
プ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
イ

ス
プ

レ
イ
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ

（
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
湘
南
テ
ク

ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー

（中
谷
久
嗣
社
長

が
常
駐
）
に
対
し
て
伊
草
さ
ん

の
不
当
解
雇
撤
回
を
求
め
る
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

明
日
か
ら
で
も
働
け
ま
す

伊
草
さ
ん
訴
え
る

２７
日
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社

の
社
前

要
請
行
動
に
は
、
全
労
連
、
東

京
地
評
を
は
じ
め
３９
人
が
参
加

し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
不
当
解
雇
撤
回

の
決
断
を
迫
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
の
松
平
晃
さ
ん

に
よ
る
勝
利
を
よ
ぶ
ト
ラ
ン
ペ
ツ

ト
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。

主
催
者
あ

い
さ

つ
を
行

っ
た

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ

ン
の
米
田

徳
治
中
央
執
行
委
員
長
は
、
伊

草
さ
ん
の
休
職
か
ら

の
復
職
が

中
谷
社
長
と
私
と
の
ト

ツ
プ
会

談
で
実
現
寸
前
で
あ

つ
た
が
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
３
０
０
０
人
黒
字
リ
ス

ト
ラ
と
の
関
連
で
不
当
解
雇
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
し
、

「た
た

か
い
を
強
め
、
全
国

の
仲
間

の

支
援
を
受
け
て
、
伊
草
さ

ん
を

一
日
も
早
く
職
場
に

戻
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

伊
草
裁
判
を
担
当
す
る

川
岸
卓
哉
弁
護
士
は

「
Ｎ

Ｅ
Ｑ
ア
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ユ
ー

シ
ヨ
ン
ズ

（Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）

は
伊
草
さ
ん
が
正
式
な
検

査
を
受
け
て
発
達
障
害
で

な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
時

点
で
、
職
場
に
復
帰
さ
せ

る
べ
き
だ

っ
た
。
裁
判
で

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
が
伊
草

さ
ん
に
行

っ
た
数

々
の
違

法
行
為
が
客
観
的
に
明
ら

か
に
な

っ
た
。
判
決
を
待

た
ず
に
、
伊
草
さ
ん
を
職

場
に
た
だ
ち
に
戻
す
べ
き

だ
」
と
、

全
労
連

の
清
岡
弘

一
副
議
長

は
、　
コ
ロ
ナ
禍
で
解
雇

上
雇
止

め
に
関
す
る
労
働
相
談
が
全
労

連
に
多
く
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
多

く
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
伴

っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
、

「伊
草

さ
ん
に
対
す
る
違
法
行
為
や
不

当
解
雇
は
酷

い
人
権
侵
害
。
伊

草
さ
ん
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
な

い
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

関
わ
る
問
題
だ
」
と
、

東
京
地
評

の
荻
原
淳
議
長
は

「拉
致
事
件
か
ら
６
年
、
不
当

解
雇
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
が
青
年
労
働
者

・

伊
草
さ
ん
の
貴
重
な
時
間
を
奪

つ

た
こ
と
に
対
し
て
、
断
固
と
し

て
抗
議
す
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

決
意
表
明
に
立

つ
た
伊
草
さ

ん
は

「受
診
し
た
医
者
は
み
ん

な
復
職
可
能
と
言

っ
て
い
る
の

に
、
医
学
に
素
人
で
あ
る
会
社

人
事

の
み
が
復
職
不
可
と
言

っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
会
社
は

病
名
さ
ぇ
特
定

で
き
ず
、
治
し

方
も
知
ら
な

い
と
言

っ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
暴
論
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
私
の
不

当
解
雇
を
撤
回
し
、
１
日
で
も

早
く
職
場
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

明
日
か
ら
で
も
働
け
ま
す
」
と

怒
り
を
こ
め
て
、
職
場
復
帰
を

訴
え
ま
し
た
。

社
前
で
の
要
請
行
動
後
、
伊

草
さ
ん
、
清
岡
副
議
長
、
米
田

委
員
長

の
要
請
団
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ

本
社

の
会
議
室
で
約
４０
分
間
に

わ
た
り
、
争
議

の
早
期
解
決
を

要
請
し
ま
し
た
。

不当解雇撤回を
訴える伊草さん
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10月 27日 (水)報告決起集会



ｏ
停
草
さ
ん
不
当
解
雇
３
日
年
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
喜
請
行
動

号

翻　
　
１０
月
２９
日
（金
）
、
伊
草
さ

ん
不
当
解
雇
３
周
年
の
要
請
行

動
を
シ
ヤ
ー
プ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ

イ
ス

プ

レ
イ

ソ
リ

ユ
ー

シ

ヨ
ン
ズ

（
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
湘
南
テ
ク

ニ
カ

し
た
。

そ
の
後
、

１６
時
か
ら
行
な
わ

れ
た
要
請
交
渉
に
は
、
伊
草
さ

ん
ら

５
名

の
要
請
団
、
会
社
側

か
ら
は
法
銭
直
樹
人
事
部
長
が

出
席
し
、
約
５５
分
間
の
話
合

い

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

‐８
時
よ
り
、
尊
徳
記
念
会
館

主
催
者
を
代
表
し
て
米
国
徳

治
委
員
長
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社
お

よ
び
本
日
の
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
の
要

請
交
渉
の
内
容

（
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
は
、
裁
判
の
結
果
を
待

つ
こ

と
な
く
、
即
時
職
場
復
帰
の
解

決
を
。
判
決
前
に
４
者
会
議

・

中
谷
社
長

・
法
銭
と
米
田

・
森

に
よ
る
解
決
を
要
求
）
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

中
村
由
紀
子
支
部
委
員
長
は
、

伊
草
さ
ん
不
当
解
雇
撤
回
の
闘

い
の
取
組
み
と
到
達
点
を
報
告

し
ま
し
た
。

川
崎
合
同
法
律
事
務
所
の
藤

田
温
久
弁
護
士
は
、
会
社
側
が

発
達
障
害
と
決
め

つ
け
て
退
職

に
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
違
法
無

効
で
あ
る
こ
と
、
裁
判
の
中
で

「何
ら
か
の
病
気
」
と
変
更
す

る
な
ど
、
会
社
側

の
論
拠
が
破

綻
し
て
い
る
こ
と
、
発
達
障
害

を
理
由
と
し
た
解
雇
を
許
さ
な

い
こ
と
は
、
現
代
的
な
意
義
が

あ
る
こ
と
、
豊
富
な
録
音
資
料

が
動
か
ぬ
証
拠
と
な

っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
裁
判

の
到
達
と
事

件
の
意
義
を
報
告
し
ま
し
た
。

会
場
参
加
者
か
ら
は
、
拉
致

に
あ

つ
た
時

の
録
音
は
ど
う
し

て
で
き
た
の
か
の
質
問
が
あ
り
、

伊
草
さ
ん
は
、
常
日
頃
か
ら
何

か
の
記
録
が
必
要
と
考
え
て
、

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
録
音
し
て

い
た
と
答
え
ま
し
た
。

霜
奈
川
支
部
書
記
長

＋喜
然
正
敏
）

の
職
務

の
提
示

（
日
立
）
　

④

新
た
な
処
遇
制
度

の
導
入

（
日

立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
）

⑤
事
務
部
門
も
Ｂ
Ｓ

へ
転
籍

（
日
立
）
　

⑥

コ
ロ
ナ
の
職
域

接
種
な
ど

（
日
立
）
　

⑦

フ
ル

タ
イ
ム
勤
務

（現
在
週
３
日
）

を
求
め
て
の
団
体
交
渉

（富
士

通
）
　

③
退
職
強
要
を
止
め
さ

せ
新
た
な
職
場
を
提
示
さ
せ
た

（
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ー

ビ
ス
）
で
し
た
。

大
会
で
は
次
期
執
行
委
員
と

し
て
、
中
村
由
紀
子
委
員
長
、

鈴
木
登
美
夫
副
委
員
長
、
井
坂

正
敏
書
記
長

（会
計
兼
任
）
、

今
井
節
生
執
行
委
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

（神
奈
川
支
部
書
記
長

井
坂

正
敏
）

2021年 11月 10日

ル
セ
ン
タ
ー
に
て
行

い
ま
し
た
。　
で
行
な
わ
れ
た
報
告
決
起
集
会

‐５
時
か
ら

の
門
前
で
の
要
請

　
に
は
、
西
湘
労
連
や
地
元
の
支

行
動
に
は
、
地
元
の
民
主
団
体
　
援
す
る
会
や
国
民
救
援
会
な
ど

な
ど
を
含
め
２４
名
が
参
加
し
ま
　
を
含
め
２２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１２
回
神
奈
川
支
部
定
期
大

会
を
１０
月
１６
日

（土
）
に
神
奈

川
労
連
会
議
室
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
組
合
員

１５
名

（
ス

カ
イ
プ
は
２
名
）
で
、
委
任
状

５
名
を
含
め
て
過
半
数
以
上
の

７‐
％

（規
定
組
合
員
２４
名
の
う

ち
‐７
名
）
で
大
会
は
成
立
し
ま

し
た
。

来
賓
と
し
て
、
神
奈
川
労
連

の
山
田
浩
文
事
務
局
長
が
出
席

さ
れ
、
連
帯

の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
こ
の

一
年
間
に

お
け
る
要
求
実
現

の
取
組
み
や

電
機
産
業

の
リ

ス
ト
ラ
と
の
闘

い
が
報
告
さ
れ
、

２２
年
春
闘
の

取
組
み
を
含
め
た
第
１２
期
の
活

動
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

要
求
実
現
の
闘
い
で
は
、
団

体
交
渉
を
通
じ
て
数

々
の
成
果

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
①

フ
ル
タ
イ
ム
の
雇
用
延

長
を
勝
ち
取
る

（
Ｕ
Ｍ
Ｃ

ｏ
Ｈ

エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
）

②
退

職
強
要
を
受
け
た
女
性
に
新
た

な
職
場
を
提
示
さ
せ
る

（
日
立

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ー
ビ
ス
）

③
賃
金
面
で
処
遇
改
善

（
日

立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
）

④
業
績
評
価
な
ど
の
処
遇
改

善

（日
立
社
会
情
報
サ
ー
ビ
ス
）

⑤

「追
い
出
し
部
屋
」
に
関

す
る
遡
及
回
復
を
求
め
る

（富

士
通
）

⑥

５
人
の
ユ
ニ
オ
ン

組
合
員
が
春
闘
要
求
で
団
体
交

渉

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
　

⑦
シ
ャ
ー
プ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
イ
ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ヨ
ン
ズ
の
伊
草
さ
ん
の
不
当

解
雇
撤
回
を
求
め
る
闘
い
な
ど

で
す
。

現
役
組
合
員
の
７
名
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

①

Ｇ
Ｐ
Ｍ
面
談
で
の
評
価
改

善
、
基
幹
職
か
ら
総
合
職

へ
の

転
換
を

（
日
立
社
会
情
報
サ
ー

ビ
ス
）
　

②
裁
判
の
結
審
と
勝

利
判
決

へ
向
け
た
取
組
み

（伊

草
さ
ん
）

③
ジ

ョ
ブ
型
雇
用

SNDS湘 南テクニカルセンターで

職場復帰を訴える伊草さん

電機 。情報ユニオン

要

求

実

現

で
散

々

の
成

果

を

勝

ち

取

る

第
１２
回
神
奈
川
支
部
定
期
大
会

10月 16日 (土)第 12回神奈川支部定期大会
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第122号 (3)電機 。情報ユニオン

職

場

の
状

況

こ

た

た

か

い

の
前

進

を
交

流

第
＝
口
壼
黒
支
部
定
期
大
会

2021年 11月 10日

停
草
さ
ん

中
正
司
さ
ん
の
不
当
解
雇
撒
回
の
問
い
が
正
念
場

米
田
委
員
長
メ
喜
―
ジ
９８

Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
イ
ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ヨ
ン
ズ

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）
か

ら
労
使
協
議
中
に
不
当
解
雇
さ

れ
た
伊
草
貴
大
さ
ん
の
解
雇
撤

回
、
職
場
復
帰
を
求
め
る
闘

い

は
、
横
浜
地
方
裁
判
所
で
９
月

２‐
日
に
結
審
に
な
り
１２
月
２３
日

判
決
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
不
当
解
雇

３
周
年
を
迎
え
る
１０
月
２７
日
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社
前

で
の
社
前
集
会

東
京
支
部
は
１０
月
２４
日

（日
）
、

第
■
回
支
部
定
期
大
会
を
本
部

事
務
所
と

ス
カ
イ
プ
の
運
営
で
、

本
部
事
務
所
に
７
名
、

ス
カ
イ

プ
に
１３
名
、
委
任
状
３４
名
の
６８

％

の
大
会
成
立

の
も
と
で
開
催

し
ま
し
た
。

開
会
あ

い
さ

つ
を
行

っ
た
米

田
徳
治
委
員
長
は

「結
成
時
、

パ
ナ
ソ

ニ
ツ
ク
の
４
万
人
リ
ス

ト
ラ
が
発
表
さ
れ
た
以
降
、
労

働
者
を
守
る
砦
と
し
て
闘

っ
て

き
た
。
電
機

の
リ

ス
ト
ラ
は
、

労
使
合
意

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
オ
ン
は
解
雇
を
認
め
ず
、

退
職
強
要
を
は
ね
除
け
る
取
り

組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、
こ

後
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
交
渉
に
は
全
労
連

の
清

岡
弘

一
副
議
長
、
当
該

の
伊
草

さ
ん
と
私
が
参
加
し
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ

本
社
が
用
意
し
た
応
接
室
で
行

わ
れ
た
。
対
応
し
た
人
事
総
務

部
上
席
主
幹
藪
内
正
三
氏
は
要

請
書
を
受
け
取
る
際
に
写
真
撮

影
に
誠
実
に
応
じ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社
要
請
は
１
時
間

近
く
に
お
よ
び
ま
し
た
。

の
１０
年
間

の
取
り
組
み
が
証
明

さ
れ
て
い
る
」
と
、
結
成

ｌｏ
周

年
記
念
誌

の
意
義
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
あ

い
さ

つ
で
、
東
京
地

評

の
自
滝
誠
副
議
長
は

「
リ
ス

ト
ラ
と
の
闘
争
で
世
界
労
働
基

準
に
基
づ
く
取
り
組
み
が
あ

っ

た
。
労
働
局
か
ら
文
書
指
導
を

獲
得
し
た
事
は
大
き
な
成
果
で

あ
る
。
東
京
地
評
も
電
機
産
業

で
の
た
た
か
い
を

一
緒
に
闘

っ

て
い
く
」
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

三
多
摩
労
連
と
八
王
子
合
同
法

律
事
務
所
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

谷
口
利
男
書
記
長
は
、

１２
ペ
ー

私
か
ら
、
病
気
療
養

の
職
場

復
帰
手
続
き
の
質
問
に
対
し
、

上
席
主
幹

の
藪
内
氏
は
、

「職

場
復
帰

の
診
断
結
果
に
基
づ
き
、

産
業
医
と
の
面
談
を
進
め
、
職

場
復
帰
の
手
続
き
は
行
わ
れ
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
争
議
が

手
続
き
の
誤
り
に
起
因
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
原
点
に
戻

っ
て

争
議
解
決
に
む
け
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
本

社

の
努
力
を
求
め
て
終
わ
り
ま

し
た
。

２
日
後

の
２９
日
に
行
わ
れ
た

伊
草
さ
ん
が
働

い
て
い
た
職
場

（
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
湘
南
事
業
所
）
で

の
要
請
に
対
し
、
人
事
部
長

の

法
銭
直
樹
氏
も
写
真
撮
影
に
応

じ
る
な
ど
の
対
応
で
し
た
。

大
阪
で
不
当
解
雇
で
闘

っ
て

い
る
中
正
司
光
幸
さ
ん
は
、
■

月
２９
日
に
大
阪
地
方
裁
判
所
で

判
決
が
出
さ
れ
ま
す
。

ジ
の
支
部
大
会
議
案
の
特
徴
点

を
報
告
し
、
討
論
で
深
め
る
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

討
論
は
１１
名
が
行
い
ま
し
た
。

①
富
士
通
の
３
名
の
組
合
員

へ
の
攻
撃
と
た
た
か
い
　
②
日

立
グ
ル
ー
プ
会
社
で
退
職
強
要

と
闘

っ
て
き
た
成
果
と
富
士
フ

イ
ル
ム
で
の
取
り
組
み
　
③

ル

ネ
サ
ス
は
成
果
で
評
価
す
る
制

度
に
な

っ
て
き
た
の
で
心
配

④
テ
レ
ワ
ー
ク
継
続
で
事
務
所

の
ス
ペ
ー
ス
を
減
少
　
⑤
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
イ
の
考
え
方
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
　
⑥
非
正
規
の

働
き
方
が
続
く
の
で
リ
ス
ト
ラ

が
心
配
だ
　
⑦

ル
ネ
サ
ス
カ
ル

チ

ヤ
ー
で

一
時
金
支
給
評
価
が

決
ま
る
が
中
身
が
不
明
　
③
再

伊

草

さ

ん

、

中

正

司

さ

ん

の

闘

い

が

判
決
と

い
う
大
き
な
山
場
を
迎

え
て
い
ま
す
。

争
議
解
決

の
支
援
を
強
め
、

職
場
復
帰
ま
で
の
運
動
を
強
め

ｉ
ｒ
レ
ょ
いっ
。

雇
用
が
現
職
と
同
様

の
評
価
に

な
り
、
継
続
を
求
め
る
か
考
え

て
い
る
　
⑨

Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
ラ
イ
フ

キ
ャ
リ
ア
社
設
立
な
ど

「常
時

リ
ス
ト
ラ
」
が
展
開
さ
れ
そ
う

だ
　
⑩

八
王
子
分
会
は
伊
草
署

名

の
自
主
目
標
を
達
成
し
た

⑪

Ｎ
Ｅ
Ｃ
分
会
は
９９
回
開
催
し
、

組
合
員

の
状
況
を
報
告
し
な
が

ら
運
営
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
討
論

の
ま
と
め
、

会
計
と
監
査
報
告
、
次
期
役
員

の
提
案
な
ど
が
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

新
任
さ
れ
た
米
田
徳
治
委
員

長
が
１１
期
日
の
決
意
を
表
明
し
、

佐

々
木
副
委
員
長
が
閉
会
挨
拶

と
頑
張
ろ
う
を
三
唱
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

（東
京
支
部
書
記
長

谷
口

利
男
）
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